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2023年産早生リンゴ初売り（９／１）
　ＪＡつがる弘前が出荷した2023年産早生リンゴ、サ
ンつがるの初売りが、東京・大田市場の東京青果と、
大阪市場の大果大阪青果で行われた。
　東京に270㌜（１㌜ 10㌔）、大阪に466㌜（１㌜ 10㌔）
出荷し、「特選」の最高値が、32玉入りで東京は１㌜
20万円、大阪は同30万円。平均で東京が１㌜ 6622円、
大阪が同6740円と高値のスタートを切った。

取組み継続、農福連携（８／28～）
　県のチャレンジ農福の一環で、ＪＡ相馬村管内の園地に就
労継続支援B型事業所「チョコわっとく」の利用者5～ 6
人が訪れ、リンゴの葉摘み作業を行った。その後も同取組み
は継続している。
　初日には「来年の花芽を守るため、葉をとる時に株元を折
らないように」と説明があり、利用者らは暑い日差しのなか、
集中して作業に取組んだ。　

稲わらパトロール　有効活用呼びかけ（９／13）
　青森市浪岡地区で、「令和５年度稲わらの焼却防止
及び有効利用推進パトロール」が行われ、県や市の農
業担当者やＪＡ役員らが参加した。
　パトロールでは、焼却防止の放送を流しながら農地
を巡回。作業中の生産者に啓発用のチラシを配布した。
2022年度に東青地域でわら焼きが確認されたのは約11
㌶。水稲作付面積の0.2％まで減少している。

好スタート全量１等「青天の霹靂」初検査（９／11）
　ＪＡつがるにしきたは、津軽中央共同倉庫で2023年
産米の初検査を行い、倉光弘昭つがる市長はじめ、関
係者ら約50人が見守る中、全量１等に格付けされ好ス
タートを切った。
　この日検査したのは８日に収穫し、乾燥調製した「青
天の霹靂」36俵（１俵60㌔）。ＪＡの農産物検査員が
胴割れや被害粒の有無などを厳正に検査した。
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2023年産米初検査　全量１等（９／19）
　ＪＡゆうき青森は、同ＪＡ米７号倉庫で2023年産米
の初検査を行った。検査した５袋（１袋30㌔）の「まっ
しぐら」全量が１等の格付けとなった。
　初検査では、東北町の生産者が入庫した玄米をＪＡ
職員の農産物検査員が紙袋から抽出して検査した。猛
暑の影響で整粒の比率が低いことから、例年に比べて
１等米比率は低い状況となっている。

青森県共で快挙（９／２）
　県家畜市場で、「2023年度青森県肉用牛共進会」が
開かれ、ＪＡ十和田おいらせ所属で初出品の若手後継
者５人が２区から６区のチャンピオン賞を独占し団体
優勝する快挙を成し遂げた。
　ＪＡと十和田市黒毛和種改良組合は年４回の品評会
を実施しており、徹底した飼育管理による品質の底上
げが実を結んだ。
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連携活動　人材確保へ事業ＰＲ（９／13）
　ＪＡ八戸と県立名久井農業高校生物生産科２年生28人は、
連携活動を実施した。生徒は施設見学やＪＡの事業紹介の他、
新人職員との意見交換などで地域農業とＪＡ事業への理解を
深めた。
　事業ＰＲの場を設け、多くの就職希望者を募りたいＪＡ側
と農業に携わる学校としてＪＡの役割を理解し、就職先の選
択肢を広げたい学校側の想いが合致し実現した。
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　ＪＡグループ青森と県農協農政対策委員会は９
月24日、青森市内の特別養護老人ホーム正寿園で
行われた「こども宅食おすそわけ便」にて県産米
「まっしぐら」を約200㌔を贈呈した。
　県産米の無償提供は、子育て世帯や生活に困り
ごとを抱える方を食で支援するため2021年度から
実施し、今年で３年目を迎える。
　本年度は県社会福祉協議会を通じて県産米
「まっしぐら」９㌧を「こども宅食おすそわけ便」
を運営する53団体、こども食堂や生活困窮者等の
支援を行う68団体、社会福祉法人120法人に贈呈
する。
　同委員会の小山主税常任委員は「おいしい県産
米を食べて元気に生活してほしい、これをきっか
けに県産農畜産物への理解を深めてもらいたい」
と語った。

　ＪＡ青森中央会は９月14日、県農協会館で第２
回営農指導員による営農指導事業meeting を開
き、県内ＪＡ入組２年～７年の若手営農担当者ら
13人が参加した。
　この研修は若手営農担当者ならではの現場経験

から生じた疑問や課題を共有し、解決策までを見
つけることが目的。今年度からの新たな取組みで、
前回７月に続き、２回目の開催となる。
　今回は前回の振り返りの他、グループワークを
通じて営農指導の業務と内容を深掘りし、地域マ
ネジメントや情報提供などの計10区分に分類。そ
の後、強化すべき点や改善点を考え、最後にグルー
プ発表を通じて参加者らが共有した。

　ＪＡ青森中央会は９月13日、県農協会館で「認
知症サポーター養成講座」を開き、ＪＡバンク青
森、ＪＡ全農あおもり、ＪＡ共済連青森、ＪＡ青
森中央会の職員ら22人が参加した。
　当講座は認知症への理解を深め、また持続可能
な社会を実現するために、地域連携を強化し「高
齢者等地域見守り活動」へとつなげていくことが
目的。第27回ＪＡ青森県大会で決議された「地域
活性化への貢献力発揮」の中で掲げた高齢者支援
対策の一環で、2017年度より実施し、今年で７年
目を迎える。
　参加者らは「認知症は、周囲の不適切な対応に
よって悪化することがわかり、よりサポートの重
要性を感じた」と話した。

　青森市立古川中学校３年生５人は９月７日、総
合的な学習の授業で、ＪＡ青森中央会を訪問した。
　同校３年生は、総合的な学習として「古川ＲＥ

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －

県産米無償提供にかかる贈呈

若手営農指導員による営農指導事業
meeting

「予防」と「共生」のまちづくりへ
認知症サポーター養成講座

「持続可能な町」を考える
中学生がＪＡ青森中央会を訪問

▲贈呈の様子

▲グループワークをする参加者

▲意見交換をする参加者
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ＢＯＲＮプロジェクト」をテーマに掲げ、古川地
区を「持続可能な町」にするための仮想の提案を
考える学習を行っている。参加した５人は「ゴミ
を出さないファーマーズマーケット」を提案し、
今回の訪問に至った。
　学生らは、ファーマーズマーケットの利点や、
販売のコツなどのメモを取りながら、ポイントを
学んだ。

　県営農大学校の学生ら約15人は９月１日、道の
駅しちのへ内に「ダイちゃんの店」を開き、新鮮
なナスやトマト、ブドウなどを販売した。
　この催しは、接客や販売手法など、マーケティ
ングの基礎知識を習得することを目的としてお
り、2011年からスタートし、今年で13年目となる。
当日は開店前から長い列ができる盛況ぶりで、開
店と同時に多くの人が新鮮な農産物を手に取っ
た。
　学生代表で同校農畜産物販売委員会の赤石真一
朗さんは「旬の野菜や果物を準備しているので、
ぜひ足を運んでほしい」と笑顔で話した。また、
同校農産園芸課の井澤拓哉主査は「新規就農や農

業後継者を目指す学生たちが販売している。授業
の一環として行っているが、将来の農業を引っ張
る若者たちが七戸町で頑張っていることもＰＲし
ていきたい」と話した。
　「ダイちゃんの店」は、営大（エイダイ）の愛
称にちなんで名付けられたもので、2023年度は全
５回を予定している。

　　

10月
　11～12日　内部監査士検定試験準備研修会

（県農協会館）
　13日　　　一次査定部署検証者向け研修 

資産査定担当部課長会議（県農
協会館）

　13日　　　ＪＡ教育担当部課長会議（県農
協会館

　13日　　　県ＪＡ協議会ＪＡ常勤役員・幹
部職員研修会（アップルパレス
青森）

　17日　　　総務担当常勤理事会議（ホテル
青森）

　21日　　　認証初級試験（県農協会館）
　24日　　　生活指導員連絡協議会第２回研

修会（県農協会館）
　24日　　　令和５年度第２回農業者年金担

当者会議・業務研修会（県火災
共済会館）

　26～27日　農業税務実務講座（県農協会館）
　26日　　　第２回日本農業新聞通信員会

議・研修会（県農協会館）
　26日　　　第２回ＪＡ広報担当部課長およ

び担当者合同会議（県農協会館）
　26日　　　若手営農指導員meeting（第

３回）（県農協会館）

11月
　１日　　　生活指導員連絡協議会県外視察

研修（北海道函館市）
　１日　　　県女性協第５回定例理事会（県

農協会館）
　２日　　　男女共同参画型リーダー育成研

修会（県農協会館）
　７～９日　認証営農指導員準備研修会（県

農協会館）
　９日　　　内部監査・リスク管理担当部課

長会議（ホテル青森）

農産物を通じたマーケティング教育
学生による直売実習

行事（10／10～11／10）

▲真剣に話を聞く生徒ら

▲学生たちが育てた野菜を手に取る買い物客
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　農林中央金庫青森支店は、９月６、７日に黒石
市の青森県産業技術センター農林総合研究所、り
んご研究所の「参観デー」に、また、９月８日に
六戸町の野菜研究所の「公開デー」に、各会場近
隣のＪＡと合同で、ＪＡバンク青森の農業資金を
ＰＲするブースを出展した。
　当ブースでは、農業資金に関するアンケートを
実施し、ご記入いただいた方全員に農作業用手袋
をプレゼントするとともに、条件次第で借入後５
年間の金利負担が０円になる農業近代化資金をは
じめ、ＪＡが取り扱う各種農業資金をＰＲした。
　イベントには、関連団体や企業なども数多く出
展し、農業資材や農業機械の展示・実演のほか、
試食や各種相談コーナーなども設けられ、各会場
は多くの来場者でにぎわった。当ブースには３会
場合わせて600人を超える来場者が訪れた。

　農林中央金庫青森支店は、「ＪＡバンク青森中
期戦略（2022～2024年度）」の着実な実践に向け
て、より効果的な業務運営の実現を目的に、「農
業」「くらし・地域」ごとのＪＡ担当窓口の明確
化、相談機能強化等を柱に10月１日付で機構改正
を行った。
　主な改正点は、次のとおり。
①　「農業」領域の一元化・ワンストップ化 ⇒ 
農業融資専担部署「担い手金融班」の新設

　（ＪＡ貸出推進班統合）
②　ＪＡリテール商品企画体制強化 ⇒ 企画専
担部署「ＪＡリテール企画班」の新設（ＪＡ
リテール推進班廃止）

③　ＪＡバンク総括班へＪＡ推進窓口・実践を
一元化

④　農業、指導相談、システム領域の効率運営
による全体人員配置の見直し

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

県産業技術センターの各研究所のイベン
トにＪＡバンク青森のＰＲブースを出展

農林中央金庫青森支店で機構改正を実施

▲りんご研究所内のブースで来場者に説明する職員

行事（10／10～11／10）

農林中央金庫
10月
　10日　　　青森県ＪＡ信用担当部課長会議

（ウェブ会議）
　10日　　　2023年度第２回証券外務員資格

試験・内部管理責任者資格試験
（県農協会館）

　11・12日　統一事務手続研修（貯金編）（貸
出編）（ウェブ会議）

　17日　　　ＪＡバンク青森運営協議会専門
委員会（ウェブ会議）

　18～19日　ライフイベントセールスリー
ダー養成講座（第３回）（県農
協会館）

　22日　　　銀行業務検定試験／コンプライ
アンスオフィサー認定試験（各
会場）

　24～25日　信用事業マネジメント実務強化
研修（県農協会館）

11月
　８～９日　相続相談対応研修（ウェブ会議）
　９日　　　青森県ＪＡ信用担当部課長会議

（県農協会館）

農協電算センター
11月
　７日　　　定時取締役会（県農協会館）
　７日　　　監査役協議会（県農協会館）
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　ＪＡ全農あおもりは、８月30日、青森市の県農
協会館で「ＪＡ米穀担当部課長および担当者合同
会議」を開き、令和５年産米の集荷対策を協議し
た。その中で、集荷目標数量を2044千俵（約12万
㌧）とした。
　家庭需要は停滞しているものの、業務用需要の
回復により民間在庫は減少傾向にあるなど、米の
需給は改善傾向にあるとみられる。だが、生産コ
ストの増高は継続しており、生産現場は依然厳し
い状況にあることからＪＡグループとして連携
し、生産者の手取り安定化に向けて、適正な価格
形成を訴求していく。
　目標達成に向けて、県産米の評価向上や定着化
など産地間競争に勝ち抜くため産地の特色を最大
限活かしながら県産米の売り場確保に努める。
　全農あおもりの長内敏也米穀部長は「本年度は
気象の影響による刈り取り早期化、新品種『はれ
わたり』のデビュー、インボイス制度の開始など
情勢がめまぐるしく変化している。農業経営の安
定化を軸に昨年の取り組みを強化するとともに新
たな施策を構築する」と述べた。
　また、同日は「第８回青森県ＪＡ農産物検査
員鑑定競技大会（団体の部）」で好成績を収めた
ＪＡつがるにしきたへの表彰を行った。

　ＪＡ全農あおもり
は、８月30日、青森市
の県農協会館で、県内
で初めて「上級オペ
レーター」に認定され
たＪＡ津軽みらいの福
士直樹さんに、認定証
の副賞として記念品を
授与した。
　上級オペレーターは
施設に関する十分な技
術・知識を持ち、模範
となる者として「全国

カントリーエレベーター協議会」が２年に１度、
認定するオペレーターであり、その認定を通じて、
他のオペレーターの意識・技術を高めるとともに、
カントリーエレベーターの運営管理の適切化およ
び品質事故防止の強化につながることが期待され
ている。
　合格した福士さんは「今後も地域と生産者のた
め、カントリーエレベーターを適切に運営できる
よう努めたい」と決意を述べた。
　今回の認定により、上級オペレーターは全国で
累計118人（21道県）となった。

　ＪＡ全農あおもりは８月30、31日の２日間、県
内のスーパーマーケット「カブセンター」「ベニー
マート」など計11店舗で、やさいの日に係わる販
促イベント「『やさいの日』ＪＡフェア」を開いた。
これは『やさいの日』の認知度向上や、地産地消
を呼びかけるために毎年開いているもの。
　店頭ではのぼりやポスターを掲示したほか、県
産品を使用したレシピを掲載したリーフレット等
を配布した。また、店舗内ではハウス食品㈱との
コラボしたオリジナルカレー「青森のうまいもの　
彩り野菜のキーマカレー」の試食を実施するなど
し、県産やさいの消費を呼びかけた。
　カブセンター大野店の武田徳店長は「今回の
フェアをきっかけに、野菜を食べることや県産品
を選ぶことの重要性をあらためて感じてもらえた
ら」と話した。

　ＪＡ全農あおもりは９月２日、乳用牛の改良と
生産性向上を図るため、七戸町の県家畜市場で「第
17回青森県乳用牛共進会」を開いた。
　32頭のホルスタイン種が出品され、育成牛、未
経産牛、経産牛を月齢ごとに８部門に分けて体格
や骨格・乳房の形状などを競った。
　審査によって、各類のチャンピオン牛の中か
ら、グランドチャンピオンが選出された。未経

ＪＡ米穀担当部課長および担当者合同会議

県内初の上級オペレーター福士さんを表彰

「やさいの日」ＪＡフェア

第17回青森県乳用牛共進会

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

▲開会のあいさつをする長内部長

▲やさいを購入する客

▲表彰を受けた福士さん
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産の部では第１類より（株）サウザンドリーフ
（ＪＡおいらせ）の出品牛がグランドチャンピオ
ンに選ばれた。経産の部からは第８類より阿部亨
さん（ＪＡゆうき青森）の出品牛がグランドチャ
ンピオンと名誉賞に選ばれた。
　また、団体優勝にはＪＡおいらせが選ばれた。
　最高位賞以外の各類チャンピオン出品者は次の
通り（かっこ内はＪＡ名・敬称略）
▽第２類＝（株）サウザンドリーフ（おいらせ）
▽第３類＝橋本拓也（ゆうき青森）
▽第４類＝阿部亨（ゆうき青森）
▽第５類＝（株）サウザンドリーフ（おいらせ）
▽第６類＝（株）サウザンドリーフ（おいらせ）
▽第７類＝（株）サウザンドリーフ（おいらせ）

　ＪＡ全農あおもりは９月７日、六戸町の青森県
産業技術センター野菜研究所で「令和５年度青森
県にんにく共進会」の審査を行った。
　最優秀賞には佐藤茂寿さん（ＪＡ十和田おいら
せ）、優秀賞には工藤宰さん（ＪＡつがるにしきた）
がそれぞれ選ばれた。佐藤さんには農林水産大臣
賞、工藤さんには県知事賞が授与される。
　共進会は、日本一のにんにく産地の維持・拡大
に向けて、栽培技術のレベルアップと高品質安定
生産の推進を目的として毎年開催しているもの。
　今年度は県内８ＪＡから102点のにんにくが出
品され、審査員らがサイズや形状、乾燥や表皮の
状態などの項目を基準に審査を行った。
　表彰式は６年１月17日にＪＡ十和田おいらせ本
店にて開催予定。

　優良賞の入賞者は次の通り（かっこ内はＪＡ名・
順不同・敬称略）。
◇優良賞▽東昇（十和田おいらせ）▽立崎洋史（同）
▽久田稔（おいらせ）▽木野幸助（同）▽金澤幹
雄（八戸）

　青森県内の10ＪＡでは９月９日のＪＡ津軽みら
いを皮切りに米の検査が始まった。11日はつがる
市の津軽中央共同倉庫でＪＡつがるにしきたが
「青天の霹靂」36俵（１俵60キロ、約2.16トン）
の初検査を行い、未熟・胴割粒が平年に比べわず
かに多く混入していたものの全量１等となった。
　また、12日にはＪＡ十和田おいらせの深持倉庫
で初検査が行われ「まっしぐら」42俵について胴
割粒の発生があったものの規格内により全量１等
となった。
　令和５年産米は青森県主要稲作地帯の８月の平
均気温が27.6度と平年より4.5度も高く、高温に
よる作柄への影響が懸念さる。既に刈り取った生
産者からは白未熟粒や胴割粒などの割合が多いと
不安の声が上がっている。
　全農あおもりは、ＪＡの検査現場を巡回し米を
刈り取った後の乾燥・調製の留意点を再度確認す
るほか、未熟粒過多による落等を防ぐため、色選
機の適宜調整を行うよう注意喚起を促す。また、
検査員同士で目ぞろいを行い、安定した品質の米
出荷を目指す。
　全農あおもりの長内敏也米穀部長は、「検査員
にはいままで培った経験をもとに、検査にあたっ
てはしっかり判断して適正な検査を行ってもらい
たい。今後、検査・集荷が進むにつれて猛暑の影
響が見えてくると思うが、預けてもらった米は少
しでも有利販売に繋がるよう努力していく。また、
生産者の立場を考え、様々な施策を講じたい。」
と抱負を述べた。

10月
　19日　　　高圧ガス第二種販売主任者試験

対策講習会（県農協会館）

11月
　７日　　　運営委員会（県農協会館）

行事（10／10～11／10）

▲経産の部でグランドチャンピオン、名誉賞に輝い
た阿部さんの牛

▲にんにくの審査を行う審査員ら

▲米の検査を行う担当者

ＪＡつがるにしきた初検査

にんにく共進会
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　ＪＡ共済連青森は８月30日に南田温泉アップル
ランド（平川市）で、９月13日にきざん三沢（三
沢市）でＪＡ共済ヘルスアップ講座を開き、ＪＡ
の組合員とその家族、地域住民総勢約300名（両
会場合計）が参加した。ＪＡ共済がＪＡ女性組織
の健康づくりのために開発した「ＪＡ共済レイン
ボー体操」を体験し、弘前大学大学院医学研究科
社会医学講座特任教授の中路重之氏による「短
命県返上から学ぶ健康」と題した講演とヘルス
チェックが行われた。
　昼には青森県産食材をふんだんに使用した彩り
豊かな「ＪＡ健康寿命　100歳弁当」を提供した。
午後は、日本整形外科学会理事・青森県立中央病
院医療管理監・整形外科統括部長・日本整形外科
学会専門医・同脊椎脊髄病医・日本リハビリテー
ション学会認定臨床医の伊藤淳二氏による「ロコ
モと骨粗鬆症の対策と認知症」と題した講演とヘ
ルスチェックが行われた。
　講演終了後には落語家の林家正蔵師匠による落
語で参加者全員が元気な笑いにあふれていた。

　ＪＡ共済連青森は青森県警察本部と一般財団法
人青森県交通安全協会と連携して、16日道の駅な
みおか「アップルヒル」、19日ＪＡ十和田おいら
せファーマーズ・マーケット「かだぁ～れ」で
「ＪＡ共済交通安全フェスティバル」を開催した。
　地域住民の交通安全思想の啓蒙と交通事故の未
然防止を呼びかけることを目的としている。
　来場者に交通安全対策グッズ等（交通安全啓発
チラシ、ミニライト、自転車用反射材等）を配布
し、交通事故の未然防止を呼び掛けた。
　会場には、パトカー・白バイの展示と記念撮影、
ＪＡ共済ドライビングシミュレーターによる安全
運転診断、青森県警のふれあい号による運転・歩
行能力診断、服装から夜間と日中の見えやすさの
違いを確認する「見えチェック」などを行った。
子供からお年寄りまで多くの人が楽しみながら交
通安全について学び大盛況に終わった。

　ＪＡ共済連青森は、９月22日に青森市の農協会
館で「共済担当部課長会議」を開催した。
　開会に際し、沼田本部長は今後目標達成に向け
た総仕上げの時期を迎えるため、県下・各ＪＡの
取組みを共有し、10ＪＡと県本部が「OneTeam」
となり早期目標達成に向けて尽力していただきた
いと述べた。
　本会議では、①令和５年度第２四半期の取組み
状況について、②令和５年度ＪＡ普及推進目標達
成に向けた下半期の取組みについて、③令和５年
10月実施予定の一時払仕組みにかかる共済掛金率
の変更内容について、④共栄火災の取組み状況と
今後の取組みについて説明および協議が行われた。

ＪＡ共済ヘルスアップ講座の開催

ＪＡ共済交通安全フェスティバルの開催

共済担当部課長会議の開催

JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

行事（10／10～11／10）

10月
　12日　　　建物共済ＪＡ審査員有資格者研

修会【１回目】（オンライン）
　18日　　　ＪＡ自動車契約担当審査員有資

格者研修会【１回目】（オンラ
イン）

　25日　　　書道・交通安全ポスターコン
クール表彰式（県農協会館）

11月
　７日　　　運営委員会（県農協会館）
　９日　　　生命共済ＪＡ審査員有資格者研

修会【２回目】（オンライン）

▲中路重之特任教授によ
る健康講座

▲白バイに乗って記念撮
影をする来場者（アッ
プルヒル）

▲挨拶をする沼田本部長

▲レインボー体操をする
参加者

▲ふれあい号を体験する
来場者（かだぁ～れ）
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あおもり
東北農政局通信

あおもり
農林水産省東北農政局
　　　　青森県拠点地方参事官室

℡：017-775-2151

連絡先
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　外国人材の活用に関する制度について、2023年６月９日に閣議決定された法務・関係省令等の改正が８
月31日に運用開始されたことから、その改正内容について紹介する。

１．外国人材の活用に関する制度
　外国人材の活用に関する制度には、「技能実習」と「特定技能」の二つの制度がある。このうち、「特定
技能」は2019年４月１日に施行された在留資格制度で、日本国内において人手不足が深刻化する業種を「特
定技能１号」「特定技能２号」と区別して外国人受入を可能とした。農業分野については「特定技能１号」
に区分されていたが、今回の改正により「特定技能２号」にも追加拡大された。
　この改正により、特定技能２号の技能試験に合格すると、これまで５年だった在留期限が無くなり、習
得した技能で長期間活躍できるほか、家族の帯同も可能になるためメンタル面の安定が期待できる。

＜特定技能１号と２号の違い＞

２．特定技能２号の状況等
　2022年度の特定技能による在留外国人の数は、「特定技能１号」が13万人以上に対して「特定技能２号」
はわずか８人（建設分野）に留まっている。これは、「特定技能２号」の業務（分野）が少なかったこと
に加え、施行（2019年）されて間もないため、国内外で資格試験の準備をする期間が少なかったことや新
型コロナウイルスの影響により外国人労働者が減少したことが主な原因と考えられる。
　「特定技能２号」の資格を取得するためには、現時点では１号→２号に移行する方法しかなく、「特定技
能１号」として長年の実務経験で身につけた技能により、①高度で専門的・技術的な業務ができる②監督
者として業務を統括しながら熟練した技能で業務ができるといった高い水準を満たす必要がある。
　なお、この「高度な技能水準」は、「実務経験」と「試験」で確認するため、事業者は求めに応じ実務
経験証明書を提供することになる。（「試験」については、今後、各関係省庁が試験実施要領を示す予定）

３．特定技能の受入れ機関（企業）の対応
　特定技能の受入れ機関（企業）自体も対応が必要となる。特定技能外国人を雇う企業に賃金規程がある
場合、同程度の経験を有し、同業務に従事する日本人従業員がその賃金規程に沿って支払われている給料
と同等以上の給料が特定技能外国人の給料として設定する必要がある。
　例えば、職歴４年の日本人従業員の月給が20万円である場合、「特定技能１号」４年→「技能実習２号」
資格取得者である外国人の月給は20万円以上とする必要がある。
　賞与・手当・昇格についても同様で常に「日本人と同等か、それ以上」の基準に対応する必要がある。

４．まとめ
　特定技能による在留外国人の数は、新型コロナウイルスの５類感染症移行に伴う入国制限の緩和や今回
の制度改正により特定技能２号が増加することが予想される。今後、「特定技能１号」を受け入れる際は、
２号への移行を見据えた採用や人材育成がポイントになっていくと考えられる。
　なお、技能実習制度の廃止を含めた新制度への移行が政府の有識者会議で提案されていることから、外
国人労働力の受入を検討する際にはこれらの動きにも注視する必要がある。

（中央会　農業対策部）

実践  農業者支援
外国人材の活用に関する制度改正

ー　特定技能２号に農業分野も追加拡大　ー

項　　　目 特定技能１号 特定技能２号

在留期間 １年・６カ月・４カ月ごとの更新（通算５年まで） ３年・１年・６カ月ごとの更新（更新の上限なし）

技能水準 相当程度の知識又は経験を必要とする技能 熟練した技能（各分野の技能試験で確認）

外国人支援 必須。支援計画の策定実施は義務 支援計画の策定実施は不要

家族の帯同 不可 可能要件を満たせば可能 (配偶者・子 )

日本語能力水準
試験の有無 有 無

試験の実施状況 国内外で実施中（2023年４月現在） 2023年に新設予定
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リスク情報戦略の実践について

１．はじめに

　リスク情報戦略については、令和４年度でリスクを洗い出し、令和５年度からモニタリングを開始して
いるが、その中でも、どの事業においても守りのガバナンスとして検出されたリスクとして、「減損リスク」
（それぞれの事業の収益性低下による減損）があると思われる。期末の見通しも具体化してくる時期に入
ることから、今回は減損リスクにおける指標管理の具体的な取組み例について説明したい。

２．リスク管理の流れ（概要）

　各部署でのリスクの洗い出しと指標設定➡リスク管理の会議体でのモニタリング➡指標を下回った項目
の理事会報告の検討➡理事会において対策を検討。

３．減損リスクの主な内容

　　本県における兆候判定の実務では、次の２つが主な判定項目として扱われている。
　（１）　営業活動から生ずる損益又はキャッシュ・フローが継続してマイナスの場合
　（２）　市場価格の著しい下落の場合

４．モニタリング方法

　（１）　営業活動から生ずる損益又はキャッシュ・フローが継続してマイナスの場合
　　①　モニタリング対象物
　　　　「減損兆候判定表」
　　②　モニタリング指標
　　　　「各資産グループの共通管理費配賦後の事業利益が〇〇万円以下」

　このとき、共用資産に位置付けられている部署の指標については、個別具体的な取り組み指標を
設定する必要がある。

　　　（例）「〇〇の集荷数量〇〇ｔ以下」「〇〇の販売単価〇〇円 /kg以下」など。
　　③　兆候判定表の作成

　実績検討時点における資産グループごとの期末見通しを、兆候判定表の事業収益、事業費用に入
力する。
　このとき、事業外収益、費用については、奨励金等の基準並びに残高等が前期と変わらない見通
しであれば、前期の数値を使用する。

　　④　分析
　③の結果、指標以下になった資産または資産グループについて、収益性低下の要因をリスク管理
会議で議論し、理事会報告資料を作成する。
　このときの分析資料としては、中期計画策定時に根拠資料として作成した個別戦略シートを使用
し中期計画の進捗管理と合わせて検討するのが合理的。

　（２）　市場価格の著しい下落
　　①　モニタリング対象物

経 営 の 窓 口経 営 の 窓 口
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　　　　「場所別減損兆候判定表」
　令和４年度から資産または資産グループ内を細分化した場所別兆候判定を行っているためその資
料を使用する。

　　②　モニタリング指標
　　　　（例）「下落率が40%以上」

　近年、土地の固定資産税評価額が下落傾向にあることから、時価と簿価とを比較した際の下落率
が50%になる前に対策を講じることを目的として設定する。

　　③　兆候判定表の作成
　　　　今年の固定資産税評価額をもとに場所別減損兆候判定表に時価を入力する。
　　④　分析

　③の結果、指標以下になった資産または資産グループについて、認識判定表を作成し減損損失を
認識するか判定を行う。
　理事会報告は、兆候ありのタイミングで報告し、対象資産の今後の収益性及び使途についても議
論することが効果的。

５．事業計画との整合性

　単年度事業計画は、中期計画を達成するための単年度ごとの実行計画の位置づけとなるが、事業計画を
策定する際には、計画値での減損兆候判定表を作成することで、より実践的な計画となる。
　リスク情報戦略においては、持続可能な収益性・将来にわたる健全性確保を目的とした攻めのガバナン
スと、経営に大きな影響を与える財務リスク等の守りのガバナンス機能をモニタリングすることが求めら
れている。
　このことから、「減損リスク」をモニタリングすることにより、２つのガバナンスを管理することとなる。

６．さいごに

　各ＪＡにおいて、リスクの洗い出しを行い管理していると思われるが、本会としては、リスク情報戦略
および経営基盤強化の一助となるよう、実務作業への取組みを支援していきたい。

（中央会　経営対策部）
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本会における食農教育の取組み

　今回は、地域の多様な組織と連携して、次世代と農業・地域をつなげるため、地域の食や料理、農業・
農村の伝統文化や歴史等、幅広い地域学習を含めた食農教育について、本会の取組みを紹介する。

【第29回ＪＡ青森県大会での決議内容】
　本県における食農教育の取組みについては、第29回ＪＡ青森県大会において、重点目標である「２.豊
かな暮らしの実現」の中で掲げる「ＪＡくらしの活動の推進と生活インフラ機能の発揮」として決議され
ている。
　その内容は、ＪＡと連合会は、地場産を中心とする国内農畜産物の消費拡大、また組合員・地域住民の
健全な食生活の実現に向けて、各団体と連携し、農業が果たす役割やその価値等を伝える食農教育に取組
むとしている。
　その取組みにあたっては、情報発信も重要であることから、広報分野において、「食」への関心が高い
子育て世代層と次代を担う若年層をターゲットとした情報発信を強化することとしている。

【本会における食農教育の取組みと情報発信】
１．食農教育の取組み
　食農教育を進めるにあたり、次の階層をターゲットとして定め、取組みを進めている。

（１）小中学生向け
　農作業体験やお米に関する作文や図画等の作品制作を通じ、農業を身近に感じてもらうことを目的
に、県内小学校５年生を対象にした「バケツ稲づくり」の取組みや「ごはん・お米とわたし作文・図
画コンクール」を実施し、稲作をはじめとする農業の重要性を啓蒙している。
　また、農林水産業の果たす役割や食料の重要性の理解促進のため、小学校５年生を対象にした、社
会科副読本「いのちはぐくむあおもりの農林水産業」を作成している。

（２）高校生向け
　管内に農業高校が設立されているＪＡと連携し、農業高校
生に対し、ＪＡ事業や本県農業への理解を深めるため、「農
業高校への出前授業」や「ＪＡ施設見学ツアー」を実施する
ことで、「食」「農」「協同組合」に関する理解醸成を図って
いる。
　なお、今年度は、「ＪＡ十和田おいらせと三本木農業恵拓
高校」、「ＪＡ津軽みらいと柏木農業高校」、「ＪＡ八戸と名久
井農業高校」（写真）が連携して取組んでいる。

（３）子育て世代向け
　幼児やその母親への「食」「農」理解促進として、紙芝居アニメ等が収録されている幼児向けウェ
ブコンテンツ「ＪＡあぐりタウン」や無料知育アプリ「ごっこランド」を紹介している。
　また、ＪＡ全中と連携し、「食」を切り口とした情報発信として、国産農畜産物を使用したレシピ
を募集し、その素材データを発信している。

２．食農理解のための情報発信
　食農教育以外にも、「食」「農」「協同組合」や再生産可能な価格形成の実現に向けた消費者等への理解
醸成のため、東奥日報社との連携による「女子マル」ツアーを今年度は、ＪＡ十和田おいらせ管内、ＪＡ
相馬村管内において開催した。
　また、10月からは「国消国産」への理解促進運動として、ＴＶＣＭやＪＲ駅構内でのデジタルサイネー
ジを活用した周知活動や県産農畜産物、国消国産ＰＲ資材を配布するイベント「みんなで知ろう！国消国
産！」を開催することとしている。
　さらに、11月には、大農林水産祭（ＪＡふるさと市）においても周知活動を展開していく。

（中央会　農業対策部）

組 織 農 政 通 信組 織 農 政 通 信

三戸グリーンセンターを見学する生徒
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県知事と初の対話集会

　宮下宗一郎青森県知事が政策に掲げる「県民対話集会」が８月下旬、つがる市柏の古坂朝和さんのリン
ゴ園地で、初めて行われた。宮下県知事が各業種の団体や職場などに出向いて県民の声を直接聞き、政策
のヒントを得て実現していくことが目的である。
　同集会は宮下県知事とＪＡつがるにしきたのリンゴ生産者11人、同ＪＡ山中満春組合長が車座の形で行
われた。生産者は肥料や燃料
の高騰を挙げ、「自分の力だ
けでは限界がある。ライフプ
ラン設計を専門的に行うプラ
ンナーのような存在があって
もよいのでは」と提案した。
また、６次産業化の進め方が
分からないといった声や、農
業が気軽に始められる環境づ
くりを求める意見も出た。
　宮下県知事は「現場での直
接の声は、非常に心に響いた。
これからも皆さんと対話の機
会を作っていきたい」と述べ
た。

４年ぶり地元賑わう　「ふれあい感謝祭」

　ＪＡつがるにしきたつがる統括支店管内の農協まつり「ふれあい感謝祭」が９月３日、つがる市の稲垣
交流センターで４年ぶりに開かれた。ＪＡ自己改革の一環として、
組合員や市民との絆を深めるために年１回開き、約300人の来場
者がイベントを楽しんだ。
　五所川原第一高等学校の津軽三味線部がねぶた囃子の演奏で
オープニングを飾り、迫力と一体感ある音色が響き渡った。屋内
イベントでは、小学生のバレーボール大会や津軽伝統の金田豆蔵
人形劇、カラオケのど自慢、お楽しみ抽選会などを開いた。ま
た、射的やフリースローゲームのコーナーでは、子供たちがお目
当ての景品を手に入れて飛び跳ねて喜ぶ場面も見られ、仮想現
実（ＶＲ）動画で農作業
事故を疑似体験するコー
ナーや、ドローンの展示
も行った。
　新鮮野菜の即売会で
は、約30種類の野菜が
100円から200円の手頃な
価格で店頭に並び、多く
の来場者で賑わった。

ＪＡつがるにしきた NEWS

生産者と対話する宮下県知事（中）

オープニングの様子

フリースローゲームの様子バレーボール大会の様子
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ＪＡ全農あおもり　
　米穀部　米穀流通課
　　松

まつ

田
た

秀
しゅう

平
へい

　さん

●プロフィール
2022年４月から勤務　平川市出身　24歳

輝き
働くきっかけは？ 

　親が農家で農業自体に興味があり、青森県の主産業である農業の発展に貢献したいと思い志望しました。　
　　
業務内容を教えて下さい。 

　主に東青・県南地区農協の推進業務をしております。

働いた感想は？ 
　農協職員の方とやり取りすることが多いため、的確に情報を聞き出す、伝えることの難しさや重要性を実感してい
ます。また、推進していく中で上司や同僚だけでなく、農協の方との報・連・相が大切だと感じたので、今後の業務
でもより意識していきたいと思います。

仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 
　事前準備をして業務にあたるよう心がけています。推進時に何を聞かれるのか想定しながら、資料の作成や推進内
容の整理をしています。

特技・趣味は？ 
　古着屋巡りが趣味です。気に入ったものがあれば買いますが、お店の人と古着の話をすることも好きです。　

あなたが自慢できることは？ 
　５年間、筋トレを続けていることです。体型を維持できているので、今後も続けていきたいです。　

将来の夢は？ 
　幅広く米穀について知識をつけて農協の方に頼りにされる推進担当になることです。

　ＪＡおいらせ労働組合は
９月14日、業務終了後に
ＪＡ施設周辺のごみ拾いを
するクリーン作戦を行っ
た。地域貢献活動の一環と
して春と秋の年２回行っているこの活動は、９年前から継
続して取組んでおり、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の
11「住み続けられるまちづくりを」に繋がる取組み。
　同組合以外に部課長も加わり、本店で約60人、六戸支店
で約30人が駐車場や倉庫周辺のペットボトルやビニールな
どのゴミを拾った。
　同組合の野宮優輝委員長は「清掃活動は、仕事しやすい
環境づくりにも繋がる、今後も継続していきたい」と話し
た。

労組を中心に秋のクリーン作戦 すすめ！
ＳＤＧｓ
すすめ！
ＳＤＧｓ
すすめ！
ＳＤＧｓ

事務所周辺の清掃を行う職員

ＪＡ人の動き

〇ＪＡ津軽みらい（令和５年９月28日付）
代表理事常務（信用担当専任）　 福　原　峰　人（新）



October 2 0 2 3　ＫＩＺＵＮＡ● 1 9

　六ヶ所村庄内地区で酪農業を経営している阿部亨さん（63）。両親が酪農家だった影響から高校生時代
は酪農について学び、卒業後に家業を継いで就農した。現在は夫婦２人で酪農を営み、育成牛40頭と経産
牛60頭の計100頭から１日当たり1500㍑の乳量を出荷している。
　阿部さんは、今年７月に行われたＪＡゆうき青森畜産共進会でホルスタイン経産牛の部でグランドチャ
ンピオンを、また８月に行われた、青森県乳用牛共進会でもグランドチャンピオンを獲得し、名誉賞とし
て農水大臣賞が授与された。ＪＡと青森県の畜産共進会でグランドチャンピオンに輝いたのは同じ牛。現
在９歳で６産を経験しており乳房の垂れがなく、乳腺が数多くある牛。
　新型コロナウイルス感染症の流行前はたくさんの共進会に参加してきた阿部さんは、「共進会という場
は知識を高められる良いチャンスがあり、その場で出会った自分と同じ酪農家との交流が楽しいし、いい
刺激になる」と話した。
　今後は「世界情勢が大きく変化する中、経営は厳しいが、現状の頭数のまま個体乳量か増加する牛を育
てていきたい」と語った。

　やっと９月下旬から暑さが緩んできました。
そして実りの秋がやってきました！
 そこで、今回の写真は我が家の田んぼです。
９月上旬で上が刈取り前、下が刈取り後の写真

で、岩木山もバックに収めました。
　春の種籾の選別から始まり、苗代作りから田植えをし、水管
理を延々としましたが、稲刈りはあっという間に１日半で完了
です。コンバインで曲がりくねった田んぼの稲を刈り取り、軽
トラに載せたデッカイ袋＝フレコンバックでＪＡへ６回持って
いきました。
　来年も頑張るかとあらためて心に思う自分がいたかな？
　それでは皆様、「SEE YOU ON NOVEMBER!」（一）

■ＪＡ青森中央会　　https://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　https://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　https://www.zennoh.or.jp/am/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　https://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

グランドチャンピオンを獲得したサンライズヒルＲＤＣアツトウツドカリン
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